
平成 30年度 臨床専門専修科生研修プログラム 

講座名 口腔顎顔面外科学講座、口腔病態外科学講座  

主任教授 
口腔顎顔面外科学講座 :柴原 孝彦                                

口腔病態外科学講座  :片倉   朗  

プログラム責任者名 

(プログラムの管理・運営) 
片倉 朗（水道橋病院口腔外科部長） 

プログラム修了時に資格

要件を満たす学会認定等

の名称 

（公益社団法人）日本口腔外科学会認定 認定医 

ただし、取得には学会が認定する機関に３年以上の在籍が必要となる。 

研修期間（入学時期）  １年間（４月） 

受入れ人数（総数）  各講座に確認すること。 

指導医  （公益社団法人）日本口腔外科学会認定 専門医および指導医 

修了の認定要件 
当研修プログラムの履修と（公益社団法人）日本口腔外科学会専門医規則

第6章および同専門医制度施行細則の申請資格を満たすこと。 

プログラムの目的 

口腔外科学全般における知識、口腔外科小手術における技能、日常診療における基本技能の修得。 

また、（公社）口腔外科学会認定の認定医を受験する資格を修得する。 

ユニット 

口腔外科の臨床専門専修科生プログラム 

一般目標（GIO） 

（公益社団法人）日本口腔外科学会認定 認定医資格を取得するための知識・技能を修得する。 

行動目標（SBOs） 

１． （公益社団法人）口腔外科学会の指定する所定の診療実績の履修 

２． （公益社団法人）口腔外科学会総会ならびに地方部会への参加と、筆頭発表者としての学会発表 

３． （公益社団法人）口腔外科学会主催の教育研修会・セミナーへの参加 

４．   所定の救命救急研修への参加（BLS/ICLSなど） 

５． （公益社団法人）口腔外科学会に入会し、口腔外科全般の知識を修得 

方略（ＬＳ） 

１． 講義・臨床見学・臨床実施 

２． 学会参加および症例報告ないし研究報告などの学会発表資料を作成 

３． （公益社団法人）口腔外科学会主催教育研修会・ミニレクチャー・リフレッシュセミナーへの参加 

４． 日本ACLS協会、日本救急医学会ないし各種医療機関などが実施する救命救急研修会への参加 

５． 臨床研修（外来・病棟）・講義・自習 

評価（ＥＶ） 

１． 診断・周術期管理・手術管理・経験手術に対する診療実績一覧表、担当症例報告書の提出 

２． 学会発表および発表時の質疑応答 

３． 参加証明書写しの提出 

４． 研修修了書写しの提出 

５． 筆記試験・口頭試問・実施試験 

プログラム修了時における学会認定医等の具体的申請基準 

 上記研修プログラムを修了し、（公益社団法人）日本口腔外科学会が定めるその他の申請資格が揃えば、

認定医資格を取得するための申請用件は満たされる。研修を重ねれば、同学会認定専門医の取得も可能。 

問合せ先 医局長 別所 央城  bessho@tdc.ac.jp 

口腔顎顔面外科学講座 幹事 山本 信治  nyamamot@tdc.ac.jp 

口腔病態外科学講座   幹事 笠原 清弘 kkasahara@tdc.ac.jp 

 


